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昨
年
は
、
列
車
事
故
、
ア
ス
ベ
ス
ト
や
耐
震
偽

装
問
題
な
ど
事
件
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
効
率
と

利
潤
追
求
の
政
治
で
は
、
命
と
安
全
を
守
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
命
と
暮
ら
し
を
大
事
に
す

る
政
治
に
転
換
し
、
希
望
が
も
て
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
全
力
で
が
ん

ば
り
ま
す
。

参
議
院
埼
玉
選
挙
区
予
定
候
補

あ
や
べ
澄
子

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
三

期
目
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
議
一
〇
年
目
に
な
り
ま
す
。

国
政
で
は
、
増
税
や
医
療
改
悪
、
そ
し
て
憲
法

９
条
改
悪
ま
で
日
程
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
市
政

で
は
、
「
行
革
」
の
名
で
、
福
祉
や
サ
ー
ビ
ス
が

切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
暮
ら
し

や
福
祉
を
守
る
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
議
員

新
井
た
く
み



新井市議は、１２月議会で耐震偽装問題

や福祉問題などを取り上げました。

新井：建築確認申請をおこなう際に添付

するのが、耐震性を示す構造計算書。そ

れを設計事務所がいとも簡単に偽造。被

害が広がっている。これを検査する民間

検査機関は、この不正を見ぬけなかった。

市内でも入居済みのものや建設中でイー

ホームズや日本ＥＲＩが検査をしている

マンションが

ある。市とし

ても相談窓口

を設けて市民

からの相談に

対応してほし

い。

建設部参事は、「不安を感じている市民

の方がいると聞いている。現在県で確認

中ということなので県とも連絡を取りな

がら情報提供をしていく。心配な方は遠

慮なく建築指導課に相談してほしい」と

窓口になって対応することを答弁しまし

た。

住宅の耐震診断の実施を

阪神淡路大震災、中越地震、そして最

近の頻発する地震を見ると、近い将来発

生するだろうと懸念される。家が地震に

対してどの程度強度を持っているのか診

断し、安全性を確認しておくことは重要。

民間住宅の耐震を実施してほしい。

建設部参事：設計図があれば診断ソフト

を使って無料で実施したい。

新井市議は、「飯能市は予算編成方針の

中で財政が厳しいので、当初計画通り進

めることが困難となることを覚悟しなけ

ればならないとしている。しかし、総振

や新市建設計画に全くなかった市役所別

館建設に５億５千万円を使うことにして

いる。合併補助金や合

併特例債は、子育て支

援や高齢者福祉などを

市民生活優先に使うべ

きだ」と質しました。

総合政策部参事は、「１８年度の合併補

助金は別館建設にあてたい」と市民には

「ガマン」を言う一方、別館建設はあく

まで進める姿勢を崩しませんでした。

耐震偽装問題 市民の安全守れ！

市として相談窓口を

市役所東側の建設予定地

庁舎別館より市民生活最優先に



朝日新聞世論調査
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新井：昨年、今年と連続して住民税の

非課税措置の廃止、老年者控除の廃止、

公的年金控除額の引き下げなど高齢者

の増税が強行されたうえに、厚労省は、

高額療養費自己負担額の引き上げ、保

険免責制度、診療報酬の引き下げに加

え、高齢者の患者負担増を２００６年

１０月実施をめざし、７０歳以上の一

定所得以上は現行２割負担から３割に

引き上げ、一般高齢者の場合、現行の

１割負担を２割負担に引き上げるとし

ている。また、７５歳以上を加入対象

にした新たな高齢者医療制度では、高

齢者一人ひとりに保険料を求め、保険

料は年金から天引きで年間７万円程度

の保険料負担としています。

税制改悪と介護保険法の改悪、それ

に加えて高齢者医療改悪を国のことだ

からやむを得ないという立場ではなく、

市民の立場から反対の声を自治体とし

て上げるべきではないか。

福祉部長は、「医療制度を持続可能な

ものにするための改革は必要で痛みを

ともなうものもある」などと答弁。

高齢者の増税と負担増

許すな！高齢者の医療改悪

項 目 予定される内容

高齢者
医療制度

高齢者の窓口負担を１割から２

割へ（一定所得以上は２割から

３割）

７５歳以上の高齢者から保険料

を介護保険同様年金から天引き。

ホテル
コスト
導入

入院の食費、部屋代を全額自己

負担に。

保険免
責制度

風邪、腹痛などの薬代を保険か

らはずすとともに治療費も自己

負担に。

０６年医療制度改悪のポイント高齢者夫婦の増税・負担増

所得税・住民税の増税と介護保険料の負担

増。例:夫婦合算年収、妻:基礎年金60万円。

万円

夫婦の年収



新井市議は、「行革」問題を取り上げ、

「市は、小さな自治体をめざし、保育

所や学校給食などを民営化や民間委託

化する方向だ。しかし、耐震偽造問題

などにみられるように、民営化が過度

な利益追求、効率化、コスト削減、公

的責任を放棄し、安全軽視につながっ

ている。民営化、委託化先にありきで

はなく公的責任を明確にして検討し直

すべきだ」と質しました。

総合政策部長は、「民間委託、民営化

や指定管理者制度の導入など民間活力

を積極的に取り入れていく必要がある

が、それぞれの事業ごとに慎重に、公

共性、公益性、必需性の観点から検討

し、行政が行うより、サービスの向上

が見込まれる事業は、可能なものから

進めたい」と答弁しました。

国道２９９バイパスの中山工区が供

用開始も間近になりました。未整備の

所として、飯能斎場～久保交差点間

（台工区）、東吾野・井上－坂石町分

間がありますが、１２月議会の質問で、

トンネル化の具体的計画が明らかにな

りました。

１２月２７日には飯能市役所で説明

会が開かれました。

何でも相談会

２月１９日（日）１０時～１５時
一丁目クラブ（稲荷町消防署南側）

サラ金、リストラ、不払い、申告、税

金滞納など何でも相談ください。

*弁護士、税理士、社会保険労務士と

市議会議員が対応します。

＜事業概要＞

事業年度：平成１８年～平成２４年

平成１８年＝詳細設計、用地測量

工事＝平成２０年～完成平成２４年。

国道２９９

台、井上－町分間トンネル化へ

利潤追求では公的責任を果たせない


